
５．単元構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単元名 動物のからだのはたらき（６年） 

生きていくためには、呼吸と食べる

ことが必要である 

 

 なぜか  

○呼吸では、酸素を取り入れ

二酸化炭素と水分を出し

ている。 

         気管、肺  

○食べ物は消化されて、栄養

分として小腸から吸収さ

れ、残りは便として排出さ

れる。 

だ液、消化管（胃、小腸）

○取り入れた酸素や栄養分

は、血液によって全身に運

ばれる。 

○そのために血液は、全身を

ながれている。 

＜からだの器官の関連をと

らえる＞ 

血液、心臓、動脈、静脈 

○人は、酸素と養分が必要 

＜ものが燃え方と関連づけて

考える＞ 

 

他の動物も、呼吸、消化、血液の循

環に関わる器官があるのか 

 

○動物全体としての概念としてと

らえる 

吸う息と吐き出す息の違い 

からだの中で、何かの変

化がおこっている 

呼吸で何を取り入れるのか

でんぷんの変化 

日常に疑問を向ける 

人はなぜ、呼吸をしたり食べたり

するのか。 

分かった事実をまとめることができる 

見えないものを洞察する力 

それを行うためのものがある

と考える 

他の動物に

ついて疑問

をもつ 

食べた物はどうなるのか 

課題をみつける力 

概念の形成 

ものの燃

え方と空

気の既習

事項 

人のからだに 

ついての認識 

動物のからだ

についての 

認識 

魚の解剖で 

確かめる 

既
習
事
項
と
関
連
づ
け
て
考
え
る 

発
展
的
に
考
え
る 



 

 

 

 

そのための「からだのつくり」

がある。 


